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下流方向の山あい

上流方向の山あい

中洲

かんのん橋

上川阿蘇神社

仰烏帽子山系の山並み
農耕地

農耕地

■村民や来村者の記憶に残る、 シンボルと してのルーフ スケープ
（ 村民が地域のシン ボルと し て誇れる建物について）

■敷地の活かし た広く 長く 連なる配置計画
（ 地域活性化につながる配置計画について）

・ バス停や将来の拡張範囲も 含めて、 全ての機能を 一広く 長
く リ ニアに配置するこ と で、 周辺の豊かな自然環境と の接点
を 最大限確保し ます。 一箇所集中型の配置では得ら れない敷
地のポテン シャ ルを 最大限発揮でき る配置計画です。

■周辺のコ ンテク スト を取り 入れた素材選定
（ 相良村の魅力を 活かし た外構計画について）
（ メ ン テ ナン ス性・ 耐候性について）

・ 川辺川周辺の様々な要素を 取り 入れる こ と で、 周辺
に馴染みつつ、 周り の風景を 引き 立たせる よう な素材
を 選定し ます。
・ 法面や段差には川沿いに点在する 石積み仕上げに倣
う こ と で、 川沿いの環境に溶け込む計画と し ま す。  
・ コ ン ク リ ート 床表面は川砂利を 骨材と し た洗い出し
仕上げと して建物から 川辺までの舗装を 馴染ませます。

美し い清流と 豊かな自然に囲まれ、 農地が広がる 相良村は、 日本の原風景が残さ れています。

こ のどこ か懐かし さ を 感じ さ せる 風景を 体験し 、 未来へつなげていく ための場所と して、 風景に呼応し 山々が連なる よう なひ

と つながり の屋根（ ルーフ ） と 、 周辺の雄大な自然と 調和を 図り つつ新し い居場所を つく るラ ン ド スケープ を 提案し ます。

廻り のルーフ スケープ が相良村の過去と 未来を つなぐ 場所と と なり ます。

廻り のルーフ スケープ　 賑わいが連なり 溢れ出す交流拠点施設

■広域の環境に呼応し 、 風景を取り 込む
（ 相良村の魅力を 活かし た外構計画について）

・ 敷地近辺だけでなく 広域の周辺環境を 取り 込むよう
に建物の配置や方向を 決定し ます。 眼の前の川辺川や
川沿いの田園風景、 谷間を 抜ける 眺望など、 遠近多方
向の魅力的な風景を 体験する こ と が可能です。
・ 広域環境に配慮し た空間と するこ と で、 川辺川に寄
り 添いながら 栄えた相良村なら ではのあたら し 空間体
験を つく り ます。

・ かんのん橋を 渡る と き 、 山並み
に呼応し た屋根並みと 周り の自然
に調和し たラ ン ド スケープ が出迎
えてく れます。
・ 相良村の風景に溶け込みつつそ
れら を 未来へつなぎ伝えていく こ
と を 期待さ せる シン ボリ ッ ク な建
築は、 利用者の記憶に残り 何度で
も 訪れたく なる 場所と なり ます。

■ふら っ と 立ち寄れて、 多様な賑わいが生まれる場所
（ 相良村廻り 地区の村民が日頃から 気軽に使える 身近な施設について）

・ 村外の利用者だけでなく 村民も
日常的に訪れたく なる 場所を つく
り ます。 夏のシーズン 以外でも 賑
わいのある施設を 目指し ます。
・ 村民の活動が日常的な賑わいを
生み出し 、 村外から の利用者を 引
き 付ける 原動力と なり ます。 村の
内外にわたる 賑わいの循環が生ま
れます。

■村の財産【 コ ト ・ モノ ・ ヒ ト 】 でつながる交流施設
（ 交流人口を 増やす施設について）

・ 恒例行事のサガラ ッ パ祭、 食や
農の文化を 楽むマルシェ 、 文化財
や自然の探索など、 相良村が古く
から 大切にし てき た【 コ ト ・ モノ
・ ヒ ト 】 の体験を 通して村の内外
と のつながり を 育みます。

芝生広場と 斜面広場をつなぐ 大階段は、 川に向かっ て腰を 掛けら れ

る憩いの空間でも あり ます。

西側前面道路に対して、 ベンチを設えたり 駐輪スペースを 隣接さ せ

るこ と で、 地元住民が気軽に立ち寄れる佇まいをつく り ます。

現地の護岸や川砂利のなどと 馴染む素材選定

多方向に広がるよ う に配置さ れたひと つながり の屋根が、 相良村の新し いシンボル空間と なり ます。

多目的スペースから 川を 眺めながら のお茶会

かんのん橋方向から の眺望

キャ プショ ン

でき る だけ既存の地形に沿っ た駐車場レベル

川下の山あいへの抜け

芝生広場

水辺の広場

斜面広場

キャ ンプ広場

散策広場

観音広場

多目的広場

本格水辺体験エリ ア

だれでも 水辺体験エリ ア

鮎やな

バス停

将来拡張棟

お墓

田んぼ

散策の森

キャ ン プ広場側に面して、

ト イ レ や炊事場を配置

川
へ

の
眺

望

お墓側周り は植栽による目隠し と して、

適切な距離感を保ち ます。

将来の拡張計画を見据えて、

バス停まで一体的につなげた配置計画

田
ん

ぼ
へ

の
眺

望

廻り 観音周り の既存樹木に対して

視線を 外し た配置計画

廻り 観音

川に面し た大階段は川に向かっ た

大きなベンチにも なる

N

敷地を中心に多方向に広がる自然を捉えます。

相良村の食文化を 発信する 屋外マルシェ

フ レキシブルな利用が可能な多目的広場

炊事場外周の腰掛けスペース

配置図　 S= 1/1500

川上の山あいへの抜け

多目的広場でのアースナイ ト

道路側に開放し た軒下テラ ス

コ ンセプ ト ・ 全体の外構計画についての提案 （ 様式４ -１ ）
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・ 県産の小~ 中断面木材を利用して、 合
理的な架構を作り ます。
・ 全ての部材長を４ ｍ以内と して、 地元
製材業者が扱い易い計画と し ます。
・ 交流スペースや多目的スペース等の大
空間は、 両袖にある廊下や縁側空間を利
用し た持ち送り 構造と し 、 ゲルバー梁を
活用するこ と で7.2mの無柱空間を県産材
にて実現し ます。
・ ゲルバー梁による梁の段差をハイ サイ
ド ラ イ ト 兼換気用ガラ リ と して利用する
こ と で、 構造だけでなく 環境設備に置い
ても 合理的な計画と し ます。
・ 軒裏や天井の木造架構を現し 仕上げと
して、 軽やかで温かみを感じ る屋根下空
間をつく り ます。
・ シンプルな構造形式を採用するこ と に
より 、 多目的スペースの屋内化や、 設計
時のプラ ン調整にも フ レキシブルに対応
するこ と が可能です。芝生広場
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■民意に開かれたシンプルでフ レキシブルな空間構成
（ 地域交流や維持・ 継続性を 考慮し た平面計画について）
（ ユニバーサルデザイ ンについて）

・ 半屋外空間である回廊と 、 大小様々な諸室が向きを変えながら 隣接し た
ひと つながり の平面構成です。
・ 様々な民意を反映し 易いシンプルな構成であるため、 配置や大き さ の調整
が容易でフ レキシブルな計画と し ます。 ワーク ショ ッ プにより 各スペースの
使い方や施設全体の将来の姿を共に考えて、 設計を進めます。
・ 中心の広場は、 建物に囲まれつつも 周り の屋外空間と 緩やかにつながり ま
す。 屋内外の活動が漏れ出して多様な使い方が展開さ れる、 賑わいの中心と
なる場所です。
・ 道路側に建物を寄せて開いた設えと するこ と で、 気軽に立ち寄れる佇まい
を作り ます。 道路側から も 施設内での活動が覗けるこ と で、 施設の賑わいが
村全体に伝わっていき ます。
・ 施設全体のスロープは15% 以下の勾配でめぐるこ と のできるルート を確保
し 、 車椅子利用者やお年寄り でも 楽し めるよう に配慮しています。

■経済性に配慮し た長く 大きな屋根架構（ 県産材の活用・ 構造安全
性の確保について） （ 木質化について） （ 施工について）

■自然エネルギーを最大限活用し た環境設備計画
（ 環境・ 省エネについて） （ ラ イ フ サイ ク ルコ スト の削減について）

■実現に向けた構造や工法の選定 、 イ ニシャ ルコ スト の縮減
（ コ スト について）

・ 現場発生土を敷地の盛土で活用し 、 排出土を最小限に抑えた外構計画と し ます。
・ 木造部材の全てを流通材が使用可能な寸法で計画するこ と で、 材料費や施工コ ス
ト をおさ えます。
・ 910mmモジュ ールを基本と し た経済寸法による計画と し ます。
・ 諸室以外の屋根下空間は、 基礎梁+ 土間コ ンク リ ート と して、 駆体のコ スト に配
慮し た計画と し ます。
・ コ スト 調整が必要な場合も 、 提案コ ンセプト を維持し たまま、 計画の調整（ 居室
や屋根の面積調整など） が可能な計画と し ます。

大梁： 製材120✕270
小梁： 製材120✕210@ 910

柱： 製材120✕120@ 3640

スラ ブ： RC t170
基礎梁： RC 250✕600

回廊床： 土間コ ンク リ ート  t150

屋根： ガルバリ ウム鋼板

・ 相良村の豊かな自然、 風土を積極的に取り 入れた環境計画と し ます。
・ 浸水ベルを避けた設備の配置計画と し ます。 ●夏： 深い軒で日射遮蔽

●冬： コ ンク リ ート 床の蓄熱

●自然通風

●重力換気●ハイ サイ ド ラ イ ト
　 から の間接光

▲太陽光発電

▲雨水を集水して
　 屋外散水

▲川の水を利用し た
　 輻射冷房

ゲルバー梁による無柱の多目的スペースは、 多様な使い方や将来の増築にも 柔軟に対応可能です。

環境ダイ アグラ ム

構造ダイ アグラ ム

平面図　 S= 1/500

●LED照明
●→採用
▲→コ スト 次第
　 　 で採用

N

■賑わいが連なるひと つながり の屋根
（ 地域交流を 考慮し た平面計画）

・ ひと つながり の屋根の下は、 屋内外が一体であり 、 屋根の向
や使い方、 大きさ が異なり バリ エーショ ン豊かな場所と なり ま
す。 それぞれの小さ な賑わいが屋根に寄って連なり 、 施設全体
での大きな賑わいを生み出し ます。

・ 折れながら 連続するひと つながり の屋根並みは、 仰烏帽子山系の山並み
に調和する佇まいをつく り ます。
・ 外構全体のレベル設定と 建物配置により 、 川辺川の清流への眺めを獲得
し ます。
・ 水と 直接触れ合える水辺の広場、 どこ にいても 水面を見るこ と ができ る
屋根下の空間、 水辺の賑わいが溢れ出す広場など、 川辺川と の多様な関わ
り 合いを楽し める、 水辺に新設する敷地ならではの魅力を最大限に発揮す
る断面計画と し ます。

■周囲環境に呼応する屋根と 水辺と つながる断面計画
（ 景観について）

芝生広場に面し た回廊や諸室での様々な活動が連なり ます。

前面道路から コ ミ ュ ニティ ーバスや搬入車両が

直接アク セスできる 車寄せを設けます。

道路沿いにコ ミ ュ ニティ ースペースを設けるこ

と で、 気軽に立ち寄れる佇まいを つく り ます。
前面道路側に開けた軒下テラ ス空間。 交流ス

ペースの賑わいが道路側まで漏れ出し ます。

面積表

水辺体験棟

交流棟

半屋外棟

倉庫棟

合計

112.50㎡

106.00㎡

132.50㎡

35.50㎡

386.5㎡

多目的スペース 炊事場・ 倉庫 ト イ レ 交流スペース  駐車スペース  ベンチ大階段

炊事場や倉庫の外周には腰掛けスペースを設

け、 川やキャ ンプ広場を眺めながら 食事を楽

し むこ と が可能です。

多目的スペースの周り は、 ウッ ド デッ キの

床や深い軒下空間が隣接しており 、 多様な

利用形態に対応可能な設えと し ます。

多目的広場は土系舗装で仕上げます。 日常的に

は芝生広場や多目的広場の延長のよう な扱い

と して、 利用者が多い場合は駐車場と して利用

する、 フ レキシブルな場所です。

交流スペースから 直接川を眺める こ と が可能です。

大階段に座り ながら 川を眺めるこ と も 可能です。

道路側に対して屋根を低く 抑えるこ と で景観に配慮し ます。

▼+ 150.0:交流スペース

▼+ 147.0:斜面広場

▼+ 145.0:水辺の広場への階段

▼+ 142.5:水辺広場

▲+ 149.5:大階段

▲+ 142.0:川辺川

交流拠点施設計画についての提案 （ 様式４ -２ ）

概算工事費： 185百万円

交流スペースから 芝生広場腰に川辺川を望む。

多方向に広がる ひと つながり の屋根

大階段から 斜面広場越し に川辺川を望む。

広域断面図　 S= 1/400


